
令和５年３月市議会定例会議
総 務 常 任 委 員 会 資 料

（議案第１５号）

１ 令和４年度福島市一般会計補正予算（第１３号）

総合防災情報システム改修事業費（総合経済対策）について Ｐ２～５

危機管理室
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総合防災情報システム改修事業費（総合経済対策）説明資料

市役所

庁舎外

避難所

インターネット

データセンター

LGWAN

◎情報発信の多重化
・緊急速報メール

・ツイッター

・ＦＭポコ

・登録メール

・市ホームページ

・YAHOO！防災速報

・屋外スピーカー

・戸別受信機

・防災アプリ

被害状況把握・避難情報発令

現場映像送信

庁議室兼防災室

情報発信
大型ディスプレイ表示

警戒配備課災害対策本部員

専用ＰＣ専用ＰＣ

・気象警報

・雨量

・河川水位

・土砂災害危険度

・危機管理型水位計

気象情報収集

災害対策オペレーションシステム運用図

・河川水位予測システム

・市独自雨量計設置

※予測力と実測力の強化を図る。

SNSを活用した情報収集

・市公式LINE（市民通報機能）
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１　課題 ５　水位予測水位計位置図

２　システム概要

３　対象水位計
№

➀

②

③

④

４　システム改修箇所

水原川 松川町字町裡３０－２

➀災対OPシステム内に主要中小河川の水位計４か所に予測水位の追加。

②災対OPシステムより「Ｒｉｖｅｒ　Ｃａｓｔ」へアクセス可能とな

り、予測の詳細情報を即時確認可能。

松川町

➀既存水位計の実績値、雨量計やレーダー雨量の実績値を元に、河川

の氾濫予測を確立的に行うシステムの導入（River　Cast）

②国提供の予測サイトでは予測できない、中小河川の氾濫予測が可能

③災対OPシステム水位計内に予測結果を表示する機能を追加すること

により、現在水位から水位予測値まで一覧で表示可能となる。
④予測時間は、１５時間先まで水位予測可能であるため、例えば夜間

に河川氾濫が予測される場合、避難誘導も安全確保がしやすい日中に
可能となる。

　近年、本市でも突発的な大雨により中小河川を中心に急激な増水が
みられる場合があります。突発的な大雨は、気象台からの情報でも把
握が困難であり、また、中小河川においては、水位上昇も急激である
ことから、住民に避難誘導するためのリードタイムがとりにくいとい
う課題があります。

大森

永井川

沖高

対象河川

大森川

濁川

八反田川

所在地

大森字堂の前１８－１

永井川字木野田３５

沖高字六ツ長９－４

水位計名

総合防災情報システム改修事業費（総合経済

対策）河川水位予測システム（River Cast）導入

④松川町

②大森

➀沖高

③永井川
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②River　Cast内での詳細表示

➀災害対オペレーションシステム内水位計表示イメージ ・各リスクレベルごとの確率を表示可能。
・実測値から予測値まで一覧で表示。
・１５時間先まで、予測可能。

・システム内シナリオごとの詳細な数字確認が可能。

・予測水位で警戒水位が見込まれる際は、災害対策オペレーションシステムでアラート通知を行う。

〇予測値

・予測値は赤色表示

・１５時間先まで予測可能

・水防団待機水位を超える予測がでた場合は、着色表示

〇実測値
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１　課題

２　概要

３　独自雨量計設置箇所
（１）雨量計設置箇所

№

➀

②

③

（２）システム連携のみ

④ …県が設置している雨量計のデータ取得

４　導入効果

５　導入イメージ
➀雨量計設置（3か所） ②システム連携（４か所）

災対OPシステム内で、雨量計データの表示を行うシステム改修

　大森川等の中小河川における避難判断の際に、河川上流部の実雨量の把握は重要
であるが、近隣に雨量観測地点がないため、実雨量について把握が出来ず、国のレー
ダー雨量（上空の雨量観測）に依存している状況です。より正確な避難判断のためには
河川上流部の実雨量の把握が課題となっています。

クレー射撃場 小田字滝ノ入２－１

大森川旧水道局施設

設置場所

○大森川・濁川・八反田川などの中小河川は、水位上昇速度が非常に速いため、水位計による監視に
加え、市独自に河川上流部に雨量計を設置し、水位予測及び監視強化を図る。
○雨量計の情報を災対OPシステム上で表示することにより、レーダー雨量計では捕捉できない実雨量
が庁内で捕捉可能となる。（市設置３箇所＋県設置１箇所をシステム連携）

対象河川 住所

水原（県） 松川町水原沢向１１－５

八反田川ふくしまスカイパーク 大笹生字苧畑１６９

濁川

荒井字目増１０－１１

水原川

　洪水発生の危険がある河川上流部の実雨量が把握可能になることから、下流域での増水見込みを早
めに察知可能となるため、庁内各部門が、早めに対応することが可能となる。
　また、避難判断においては、早めの判断が可能となるだけではく、実雨量をもとにしているため、洪水
の避難発令等で、住民に対して空振りの避難発令が減少する。

市独自雨量計設置業務

摺上川ダム

茂庭(気象

)烏川

中野

大滝
二ツ小屋

東栗子

栗子国道

蟹ケ沢

庭坂

高湯

微温湯

鷲倉(気象)

野地
土湯

東吾妻

④水原(県)

福島(気象)

福島（県）

西道路

福島(国)

伏拝

福島(国道)

板谷沢

稲子

雨量計位置図

③クレー射撃場

②旧水道局施設

➀スカイパーク
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